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研究成果の概要（和文）：東西文明の接点という地政学的な条件を背景に、キリスト教及びイスラームを中心とした独
自の建築文化が開花した、アナトリア・カフカース・シリアの各地域に数多く残存する歴史的建築遺構について、現地
調査で収集したデータに基き、建築構成等の意匠的研究に加え、これまで看過されてきた建築構造、建築材料、地震工
学等の建築技術の観点から、遺構群を横断した検討とその比較を通じて、その建築的特質を明らかにし、建築文化の交
流の一端を明らかにした。また、本課題の研究結果を総合し、アルメニア教会エチミアジンのカトギケ聖堂の補強案を
提示した。

研究成果の概要（英文）：  The aim of the present project is to illuminate the characteristics of each of t
he architectural traditions found in the region amalgamated with Christian and Islamic culture and trace t
heir interaction- notably from a structural viewpoint, too often neglected in previous studies- in an atte
mpt to reach beyond differences of religion.  As a combined result of several concerned analyses, a propos
al of reinforcement of Katoghike church in Etchmiadzin of Armenia has been released to the Armenian Cathol
icos.
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１．研究開始当初の背景 
 アナトリア・カフカース・シリアの各地域
は、東西文明の接点という地政学的な条件を
背景に、幾多の文明が勃興し、各地で独自の
建築文化が開花した。特に、5 世紀から 14 世
紀にかけては、アナトリア中部の初期キリス
ト教及びビザンツ教会の建築、シリアの初期
キリスト教建築、東アナトリアからカフカー
ス一帯に分布するアルメニア教会及びグル
ジア教会の建築、アナトリアに広く残存する
セルジューク朝期のイスラーム建築等、多様
な建築文化の展開が認められる。これらの建
築遺構は、それぞれ崩壊の危機に晒されなが
らも、現在まで数多く残されている。 
 これらの建築群に関する学術研究として
は、19 世紀末から 20 世紀にかけて、それ
ぞれ悉皆的な調査が行われ、各建築群の建築
的特質が明らかにされてきた。ただ、そこで
は主に、建築に用いられる細部意匠の検討や
図像的解釈による建築平面の類型化など、専
ら様式論的・美術史的手法に依拠した研究に
偏向しており、構造物として、また空間を構
成する立体的な構築物として建築を捉える
建築学の観点から、各建築文化の特質を十分
に明らかにしてきたとはいえない。またこれ
らの建築群は、文明の混淆するこの地域の地
政学的な性質から、建築文化相互の影響関係
が想定されるが、これらの建築群を横断的に
比較・検討し、その影響関係を実証的に解明
する研究はこれまでなされてこなかった。 
 
２．研究の目的 
 そこで本研究では、こうした既往研究にお
ける様式論的建築史の姿勢を批判的に捉え
た上で、これまでの研究では看過されてきた
建築技術という視点から、各建築群の建築的
特質を明らかにすることを目的とする。すな
わち、これらの建築遺構群に対して建築史・
建築構造・建築材料・地震工学等の観点によ
る横断的検討を通じて、当該地域における相
異なる建築文化の間になされたであろう交
流の一端を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、当該地域に現存する歴史的建
築遺構の現地調査を悉皆的に行い、現状を把
握した上で、そのうち歴史的価値を有するも
の、崩壊の危険等の緊急性を要するもの等と
判断される遺構を調査した遺構より選定し、
建築構造の解析等の検討を重点的に行うも
のとした。悉皆調査では、写真やビデオの撮
影、平面実測を基本作業とし、写真測量、常
時微動観測作業、建築材料採取については特
定の遺構について適宜行った。 
 既往の研究では、建築を実際に成立させる
建築技術（建築工法や建築材料、部材の構成
方法である建築構法、建築構造等）に関する
検討も、概説的な指摘を除いては、殆どなさ
れていない。このような建築技術に基づく視
点は、各建築群をいわば即物的に捉えるもの

であり、建築空間に付与された宗教的な価値
といった建築文化固有の象徴論や意味論に
依拠しない点で、建築を考える上で普遍性の
ある視点といえる。従って、建築技術という
指標は、多様な文化の混淆が想定されるこの
地域の建築群に対して横断的な検討を行う
にあたり有効な指標と捉えられる。 
 
４．研究成果 
(1)歴史的建築物の現状の悉皆的把握 
 本調査では、トルコ共和国、グルジア共和
国、アルメニア共和国及びシリア・アラブ共
和国に残存する建築遺構を踏査し、現状を撮
影した写真及び映像データを得るとともに、
いくつかの遺構については平面実測データ、
写真測量による実測データを収集し、平面図
と立面図の作成を行った。 
 当研究組織において今回が初めての調査
であったグルジアについては、東部のカヘテ
ィア、中部カルトリア、北西部スワネティ等、
2010 年から同国全土に亘り、調査を実施した。 
 一方、グルジア同様、今回初調査となるシ
リアでは、2009 の 2010 年の 2 年間で、ダマ
スクスの歴史地区に残る建築遺構、アレッポ
北郊いわゆる Dead Cities に残る初期教会建
築群、中部タルトゥス周辺の遺構等にて調査
を実施した。その後も調査が計画されていた
ものの、当該国が内戦状態となったことから
2011 年以降入国を断念し、情報収集及び協力
機関との連絡を図るのみとなった。 
 アルメニアでは、2009 年より毎年継続的に
調査を実施した。悉皆的な調査は概ね終了し
ていることから、これまでの調査において、
データ確保が不十分な遺構や構造解析を要
する遺構について、重点的に調査した。 
 トルコでは、同国文化観光省の調査許可関
連の規則により、調査許可の下りる県の数が
一プロジェクトに対して2県に限られること
から、当初計画で予定していたアナトリア中
部地域での調査を断念し、ワン県及びビトリ
ス県における遺構の調査を 2011 年及び 2012
年に実施した。特に当該地域では、初回調査
直後の 2011 年 10月に大地震が発生したこと
から、結果として遺構の地震被害状況につい
ても把握することになった。 
 
(2)分野ごとの研究成果 
①建築構成・意匠 
・これまでの調査研究で検討されてきたドー
ム部を中心とした架構構成の検討をグルジ
アの教会建築にも援用できることを確認し
た上で、各建築群における構成の特質を明ら
かにした。特に、スキンチとペンデンティヴ
の使用形式における差異が、アルメニア、グ
ルジア、タオ＝クラルジェティ各地域の地域
性として見出された他、チェンギリにおける
架構構成の混在は、当該地域の複数の建築文
化の交流を示唆するものと捉えられた。 
・上述の検討を援用した架構要素の分析をト
ルコにおける墓廟建築でも行った結果、構成



要素の用法や工法で地域的な差異が顕著に
認められ、東方から流入したトルコ民族が、
当地に継承されている既存の建築工法や技
術を自らの建築に導入したと解釈できた。 
 
②建築構造解析 
・実地調査に基づき、グルジア教会に特徴的
な建築形式のひとつである単廊形式の教会
堂について、固有周期を推定し、その耐震性
能を評価するための力学モデルを作成した。 
・これまでの調査でデータを収集済だったト
ルコ共和国イシュハン及びチェンギリの教
会堂遺構について、有限要素モデルを用いた
構造解析を行い、耐震性能が極めて低いこと、
イシュハンでは腕部上部ヴォールトの修理
が耐震性向上に有効なことを明らかにした。 
・アルメニア共和国ヴァガルシャパットに残
るリプシメ教会堂及びカトギケ（カテドラ
ル）について、有限要素モデルを用いた構造
解析を行い、各遺構の耐震性能を評価し、い
ずれの遺構もドラム部より下部は比較的堅
牢であるものの、ドラムより上部に当たる部
位が構造上弱いことが判明した。 
・建築物の耐震性評価の一手法である常時微
動の測定と測定値の分析から、対象遺構の振
動特性を明らかにした。特に上述したアルメ
ニア共和国ヴァガルシャパットの2教会につ
いては、建築物上部及び下部にもセンサーを
設置し、全体的な震動挙動を把握した。 
 
③浅層地震探査による地盤構造の推定 
 歴史的建築物の地震被害対策に必要な、建
築物の地震時挙動の理解を目的に、建築の立
地する地盤性状に関して浅層地震探査を行
い、トルコ共和国ワン及びビトリス地域の遺
構所在地における浅層地盤の状況を把握し
た。2011 年の地震による被害の大小と S波速
度の大小とに相関がみられ、強震動の特徴と
地盤との関連が明らかとなった。 
 
④建築材料 
 当該地域の調査対象遺構 50 棟に用いられ
ている石灰モルタルについて、実際に遺構か
らそれら建築材料をサンプルとして採取し、
成分分析及び強度試験を行うことで、石灰モ
ルタルの性状を明らかにし、考察を行った。
ラブル・コア工法が、表層石材部とモルタル
骨材部との組み合わせによって組み上げら
れる特質から、構築当初より最終的に期待さ
れる強度を実現できることを明らかにした。 
 
⑤研究成果の社会還元：歴史的建築物の修復
プロジェクトへの参画 
・前述したアルメニア教会のカトギケにおけ
る構造解析や材料分析を総合し、当該遺構の
修復・補強案の検討を行い、構造的に弱いド
ラムの窓開口部に金属枠をサッシュとして
取り付ける案等を耐震性能向上に有効な案
として導出した。本案については、アルメニ
ア文化省及びアルメニア教会当局にも提示

しており、今後実現に向けた協議を継続する
予定となっている。 
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